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（
3
）　
近
江
明
王
院
文
書
記
録
　
四
二
二
号
　
永
正
十
四
年
正
月
　
五
貫
文
渡
申
算
用
状
。
同
　
四
二
三
号
　
永
正
十
四
年
三
月
　
拾
五
貫
文
下

行
算
用
状

　
　
　
　
　
　
三
　
撰
銭
の
条
令

イ
　
足
利
幕
府
の
撰
銭
条
令

　
足
利
幕
府
が
発
し
た
撰
銭
条
令
で
知
り
得
る
最
初
の
も
の
は
、
明
応
九
年（
一
五
〇
〇
）十
月
の
建
武
式
目
追
加〔
追
加
法
三
二
〇
号
〕に
見

え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
商
売
輩
以
下
撰
銭
事

近
年
恣
撰
銭
之
条
、
太
不
可
然
、
所
詮
於
日
本
新
鋳
（
撰
）料

足
者
、
堅
可
撰
之
、
至
根
本
渡
唐
銭
永
楽
洪
武

宣
徳
等

者
、
向
後
可
取
渡
之
但
如
自

余
銭

可
相
交
之
、
若
有
違
背
之
輩
者
、
速
可
被
処
罪
科
也

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
新
鋳
銭
の
み
撰
銭
を
許
し
て
い
る
の
で
、
根
本
渡
唐
銭
、
す
な
わ
ち
中
国
よ
り
の
渡
来
銭
は
、
す
べ
て
こ
れ
を

禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
根
本
渡
唐
銭
と
い
う
の
は
、
永
楽
・
洪
武
・
宣
徳
等
と
指
示
し
て
い
る
ご
と
く
、
当
代
の
渡
唐
銭
す
な
わ
ち

明
銭
を
主
と
し
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
ら
は
新
渡
の
銭
貨
で
あ
り
銭
質
必
ず
し
も
一
定
し
な
か
っ
た
の
で
、
自
余
銭
す
な
わ
ち
在
来
使
用

銭（
古
銭
を
主
体
と
す
る
）の
場
合
の
ご
と
く
混
用
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
根
本
」
と
い
う
の
は
、
日
本
新
鋳
銭
は
み
な
中
国
銭
の
模
倣

（
特
に
明
銭
の
私
鋳
が
多
か
っ
た
）で
あ
る
か
ら
、
と
く
に
指
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
）
1
（

。
永
正
二
年（
一
五
〇
五
）十
月
十
日
の
撰
銭
条
令〔
追
加
法

三
三
四
号
〕は
根
本
渡
唐
銭
の
意
味
を
や
や
説
明
す
る
に
足
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
東
寺
百
合
文
書

　
　
　
定
　
撰
銭
事
限
京
銭

打
平
等

右
於
唐
銭
者
、
不
謂
善
悪
、
不
求
少
瑕
、
悉
以
諸
人
相
互
可
取
用
矣
、
次
悪
銭
売
買
事
、
同
停
止
之
上
者
、
云
彼
云
是
、
若
有
違
犯
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之
輩
者
、
行
其
身
死
罪
、
至
私
宅
者
、
可
被
結
封
之
由
、
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件

　
　
　
　
永
正
二
年
十
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
　
位
三（飯
尾
貞
運
）

善
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
前
守
平（松
田
頼
亮
）

朝
臣

　
い
や
し
く
も
唐
銭
な
ら
ば
、
善
悪
を
い
わ
ず
、
少
瑕
を
論
ぜ
ず
、
こ
と
ご
と
く
取
り
用
い
よ
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
根
本
渡
唐
銭
は
す

な
わ
ち
唐
銭
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
撰
銭
を
許
可
し
た
も
の
に
、
前
者
に
は
日
本
新
鋳
料
足
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
京
銭
・
打
平
と

具
体
的
な
名
を
あ
げ
て
い
る
。
京
銭
に
対
す
る
諸
説
は
多
い
が
、（
一
）中
国
歴
代
の
雑
銭
を
称
す
る
、（
二
）甲
斐
に
て
鋳
造
さ
れ
た
南
京

銭
を
略
し
て
称
す
る
、（
三
）良
質
の
渡
唐
銭
す
な
わ
ち
精
銭
を
称
す
る
、（
四
）京
都
に
て
多
く
用
い
ら
れ
た
る
を
も
っ
て
京
銭
と
称
す
る
、

な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
他
に
柴
謙
太
郎
氏
が
『
経
済
大
辞
書
』
の
京
銭
の
部
で
試
み
ら
れ
た
考
察
は
比
較
的
無
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
す
な
わ
ち

信
長
の
撰
銭
条
令
に
、「
う
ち
ひ
ら
め
」
と
同
様
に
扱
わ
れ
た
「
な
ん
き
ん
」
は
、
建
武
式
目
追
加
に
記
さ
れ
た
京
銭
で
あ
っ
て
、
京
銭

は
す
な
わ
ち
南
京
銭
の
略
称
で
あ
り
、
南
京
あ
た
り
の
私
鋳
銭
を
南
京
銭
と
い
い
、
こ
れ
が
『
鹿
苑
日
録
』
の
東
帰
和
尚
の
談
に
悪
銭
を

日
本
に
与
え
ん
と
す
る
記
事
や
、『
戊
子
入
明
記
』『
武
備
志
』
の
記
事
に
よ
っ
て
も
、
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
、
天

文
年
間
の
南
京
銭
は
こ
れ
を
模
造
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
永
禄
以
前
に
キ
ン
セ
ン
と
訓
じ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
し
、
ま
た
渡
唐

銭
中
に
南
京
銭
と
い
う
銭
は
見
当
た
ら
ぬ
。
そ
し
て
こ
れ
が
慶
長
頃
に
は
悪
銭
と
同
様
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
）
2
（

。

　
南
京
の
私
鋳
銭
を
南
京
銭
と
い
い
、
こ
れ
が
と
く
に
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
ご
と
き
史
実
は
肯
定
し
か
ね
る
が
、
こ
こ
で
京
銭
と
い
う
の

は
少
な
く
と
も
日
本
新
鋳
料
足
を
指
せ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
ぬ
。
打
平
・
京
銭
と
も
に
信
長
の
撰
銭
条
令
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
よ
う
に

最
下
等
の
銭
で
あ
る
）
3
（

。

　
こ
の
撰
銭
条
令
よ
り
九
箇
月
後
の
も
の
が
建
武
式
目
追
加〔
追
加
法
三
四
四
号
〕に
あ
る
。

　
　
　
　
定
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撰
銭
事

右
度
々
御
せ
い
は
ゐ
に
ま
か
せ
て
、
京
銭
・
う
ち
ひ
ら
め
等
こ
れ
を
せ
ん
し
、
其
外
の
と
た
う
銭
、
ゑ
い
ら
く
・
こ
う
ふ
・
せ
ん
と

く
・
わ
れ
銭
但
わ
れ
と
を

ら
ざ
る
銭

以
下
と
り
あ
は
せ
て
百
文
に
三
十
二
銭
け
り
う
三
分

一
、
可
在
之
向
後
取
わ
た
す
べ
し
、
若
い
ら
ん
の
族
あ
ら
ば
、
随
注
進

可
被
処
罪
科
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件

　
　
　
　
永
正
三
年
七
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
前
丹
後
守
平（松
田
長
秀
）

朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
前
守
平（松
田
頼
亮
）

朝
臣

　「
其
外
の
と
た
う
銭
」
す
な
わ
ち
永
楽
・
洪
武
・
宣
徳
・
わ
れ
銭
で
あ
っ
て（
天
文
十
一
年
の
条
令
に
永
楽
等
を
「
其
外
の
と
た
う
銭
」
の

下
に
割
記
し
て
い
る
）、
明
応
の
条
令
の
根
本
渡
唐
銭
に
あ
た
る
。

　
明
応
の
条
令
に
「
如
自
余
銭
可
相
交
之
」
と
あ
っ
た
の
が
、
具
体
的
に
混
用
の
分
量
を
示
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
永
正
五
年
八
月
七
日

の
条
令〔
追
加
法
三
四
五
〜
三
四
八
号
〕も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
建
武
式
目
追
加

　
　
　
　
定

　
　
一
、
せ
イ
せ
ン
ノ
キ
、
京
銭
・
ウ
チ
ヒ
ラ
メ
ヲ
ノ
ソ
ク
、
其
外
ノ
ト
タ
ウ
銭
、
エ
イ
ラ
ク
・
コ
ウ
フ
・
せ
ン
ト
ク
・
ワ
レ
銭
但
、
ワ

レ
ト
ヲ

ラ
サ

ル
銭
以
下
、
ト
リ
合
テ
、
百
文
ニ
三
十
二
銭
ケ
リ
ヤ
ウ
三

分
一
可
在
之
於
向
後
者
ト
リ
ワ
タ
ス
ヘ
キ
事

一
、
ア
ク
銭
売
買
儀
、
一
切
可
停
止
事

右
条
々
、
堅
被
制
止
訖
、
若
背
此
旨
族
ア
ラ
ハ
、
権
門
勢
家
ノ
ヒ
ク
ワ
ン
ヲ
イ
ハ
ス
、
於
其
身
者
、
処
厳
科
、
至
私
宅
者
、
闕
所

ニ
ヲ
コ
ナ
ハ
ル
ヘ
キ
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件

　
　
　
　
永
正
五
、
八
、
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
信（諏
訪
）

祐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近（飯
尾
）

江
守
三
善
朝
臣
貞
運
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一
、
撰
銭
事
、
近
年
令
超
過
先
規
之
条
、
為
世
為
人
、
不
可
不
誡
、
所
詮
於
古
今
渡
唐
銭
者
、
悉
以
可
取
用
之
、
次
悪
銭
売
買
儀
停

止
事
、
被
定
御
法
、
被
打
高
札
於
洛
中
訖
、
可
令
存
知
之
由
、
被
仰
出
也
、
仍
執
達
如
件

　
　
　
　
永
正
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
祐

　
　
　
　
　
八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
運

　
　
　
　
城
州
大
山
崎
名
主
沙
汰
人
中

　
　
一
、
摂
州
同
前
右
京
兆
へ
遣
之

　
　
一
、
堺
北
庄
名
主
沙
汰
人
中

　
　
一
、
山
門
使
節
御
中

　
　
一
、
青
蓮
院
御
門
跡
庁
務
御
房

　
　
一
、
興
福
寺
衆
徒
御
中

　
　
一
、
山
門
三
院
衆
徒
御
中

　
　
一
、
大
内
左
京
大
夫

　
　
一
、
右
京
兆
代

　
　
一
、
撰
銭
事
、
近
年
令
超
過
先
規
条
、
被
定
御
法
、
被
打
高
札
於
洛
中
之
上
者
、
守
彼
札
、
於
古
今
渡
唐
銭
、
可
取
用
之
趣
、
堅
可

被
相
触
洛
中
被
官
人
同
分
国
中
所
々
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件

　
　
　
　
永
正
五
年
八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥

　
　
　
　
　
尾（畠
山
尚
順
）

州
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
守

　
次
は
東
寺
百
合
文
書
に
収
め
る
永
正
九
年
八
月
三
十
日〔
追
加
法
三
八
五
〜
三
八
九
号
〕の
も
の
で
あ
る
。


